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要旨
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キーワード　サンプル、サンプル、サンプル キーワードは、投稿する全てのカテゴリで必要です。3～5語のキーワードをご記入ください。


1．見出し（10.5ポイント・MS明朝・太字）
1行22字、1ページ40行の2段組みフォーマットとなります。サイズはA4判、余白は上下左右ともに25ｍｍで作成してください。
本文日本語は「10.5ポイント・MS明朝」、英数字は「10.5 point・Century」でご記載ください。

1.1.　句読点について
句読点は「、」「。」を用いてください。

1.2.　図表について
　図及び表には連番を付し、簡潔な見出しをつけてください。原稿末尾にまとめないでください。　
図表の幅は1段または2段とし、両脇の余白ができても文字を入れないでください。
表の表題は表の上部に、図の表題は図の下部に記してください。以下は、図の挿入例です1。
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図１　図表の挿入例

1.3.　註、文献、謝辞について
　註・文献・謝辞は本文の末尾に一括して記載してください2。

2.　投稿締切
1月21日までに、教育開発支援センター事務局へ、①word形式原稿②PDF形式原稿③投稿者カード④チェックリストをメールでご提出ください。受領確認の返信がない場合は、再度お問合せください。
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註
1 図表番号の記載方法に指定はありません。「図１」「figure.1」など、本文の語種に合わせてご記載ください。

2「註」には括弧は付けないでください。参考文献は、「註」の後に著者名のアルファベット順で記載してください。
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